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1. 最近 3 年聞に上部消化管内視鏡検査を行った 1242 例のうち，内視鏡的に十二指腸粘膜に発赤，
肩平びらん，涜状びらんのいずれかをみとめるものを「内視鏡的十二指腸炎」とすると，上記 12
42 例中 313例 (25% )が乙れに該当した。そのうち，十二指腸潰蕩や十二指腸潰虜癒痕をともな
うものを除外した.93 例( 7 ~ぢ)を原発性内視鏡的十二指腸炎とした。内視鏡的十二指腸炎(原発性)
をその内視鏡所見から発赤型，扇平びらん型，結節(涜状びらん)型の 3 型に分けると，それぞ
れ52例 (56% ), 18例 (19% ), 23例( 25~ぢ)であった。
内視鏡的十二指腸炎(原発性 )93例中，最短 1 ヶ月から最長 3 年間内視鏡的に経過観察しえた23
例について，内視鏡像の変化を検討した。十二指腸炎の内視鏡所見の変化は，扇平びらん型では 7
-275-
例中 3ØlJ は正常化し， 4ØlJは発赤型に移行した。発赤型では13例中 5ØlJが発赤型のままで， 3 例が
扇平びらん型あるいは結節(涜状びらん)型に移行し， 5ØlJは正常化した。結節(涜状びらん)型
から他の型に移行した例はなかった。経過中，内視鏡的十二指腸炎(原発性)から十二指腸潰蕩へ
の移行，あるいはその逆は 1 例もみとめられず， したがって内視鏡的十二指腸炎(原発性)は十二
指腸漬蕩とは異なった病態と考えられた。
2. 十二指腸粘膜生検を行った十二指腸正常例56例，十二指腸潰虜あるいは同疲痕31 例，内視鏡的十






























のいずれかをみとめる endoscopj c duodenitis (内視鏡的十二指揚炎)を 313 例(25%) 
検出し，さらにその中に，十二指腸潰蕩あるいは十二指腸潰湯癒痕をともなわない内視鏡的十二指腸
炎(原発性)が93例( 7 ~ぢ)存在することを見出した。乙れら内視鏡的十二指腸炎(原発性) -W'H乙つ
いて，内視鏡所見と組織像との対比，経過観察による内視鏡所見の変化，併存病変などを検討した。
その結果，内視鏡的十二指腸炎(原発性)では十二指腸粘膜の炎症が組織学的にも裏づけられた。ま
た内視鏡的十二指腸炎(原発性)の経過観察により，発赤型とびらん型の間で相互に移行がみられる
が，結節型では容易に他の型に移行しないことを明らかにした。また，十二指腸潰蕩への移行は 1?lJ 
もみとめられず，十二指腸潰虜lとともなわない内視鏡的十二指腸炎が存在することを明らかにした。
以上の成果は，いまだその病態や臨床経過の明らかでない十二指腸炎に関して新たな知見を加えた
ものであり，学位に値すると考えられる。
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